
⾃然環境保全センター 研究成果報告会 開催概要 

研究連携課では、主に丹沢⼤⼭⾃然再⽣、⽔源環境保全・再⽣等の県施策の推進に必要
な研究課題に取り組んでいます。本報告会では、これまで周知が不⼗分であった⼤気、⽔
循環、渓流環境といった森林を取り巻く周辺分野の研究成果に着⽬し、森林の保全・再⽣
に関わる⽅やより専⾨的な内容を知りたい⽅を対象として各研究員が成果報告を⾏いまし
た。 

■⽇ 時  平成 30 年 3 ⽉ 19 ⽇(⽉) 10:00 〜 15:30
■場 所  神奈川⼯科⼤学ＩＴエクステンションセンター302 ⼤講義室
■主 催  神奈川県⾃然環境保全センター 研究連携課
■参加者  実績７６名 （会場定員９０名、事前申込制・先着順）

※外部関係団体・関係者、関⼼のある⼀般の⽅、県関係所属職員等

■プログラム
開会挨拶

最新トピックス 
県内で初めて発⽣したナラ枯れの被害状況 （研究連携課 ⾕脇 徹） 

丹沢ブナ林の保全・再⽣にかかる研究 
ブナ林再⽣の取組みと調査研究の概要 （研究連携課⻑ ⻄⼝ 孝雄） 
⼭岳地における⼤気・気象モニタリング （研究連携課 相原 敬次） 

⽔源林の保全・再⽣にかかる研究 
対照流域法による森林の⽔源かん養機能調査の概要 （研究連携課 内⼭ 佳美） 
試験流域の⽔循環－⽔源地の⽔循環概要－  （研究連携課 横⼭ 尚秀） 
各⽔系の源流河川における⽔⽣⽣物群集の特性  （研究連携課 ⼤平 充） 

■当⽇配布資料
別添のとおり

■開催チラシ
別添のとおり



⾃然環境保全センター 研究成果報告会 
 
■午前のプログラム 
 

10:00 開会挨拶 
最新トピックス 

10:05   県内で初めて発⽣したナラ枯れの被害状況 
                         研究連携課  ⾕脇 徹 
丹沢ブナ林の保全・再⽣にかかる研究 

10:45  ブナ林再⽣の取組みと調査研究の概要 
                研究連携課⻑  ⻄⼝ 孝雄 

11:05  ⼭岳地における⼤気・気象モニタリング 
                研究連携課  相原 敬次 
 

（昼休み） 
 
■午後のプログラム 
 
⽔源林の保全・再⽣にかかる研究 
 13：00  対照流域法による森林の⽔源かん養機能調査の概要 

        研究連携課  内⼭ 佳美 
13：35  試験流域の⽔循環－⽔源地の⽔循環概要－ 

           研究連携課  横⼭ 尚秀 
  （休憩１０分） 
 14：35  各⽔系の源流河川における⽔⽣⽣物群集の特性 

           研究連携課  ⼤平 充 
15：30  閉会 
 
※上記時間は⽬安です。 
※各報告の後に質疑応答の時間を設けます。 

 

⽇ 時 平成 30 年 3 ⽉ 19 ⽇(⽉) 10:00 〜 15:30 
場 所 神奈川⼯科⼤学ＩＴエクステンションセンター302 ⼤講義室 
主 催 神奈川県⾃然環境保全センター 研究連携課 
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東丹沢堂平地区におけるニホンジカの影響による下層植

⽣衰退地で⼟壌侵⾷の実態を調べたところ、下層植⽣に
より地⾯の８割が覆われていた植⽣保護柵内では⼟壌侵
⾷は⾒られませんでしたが、植⽣保護柵の外側の下層植
⽣の無い場所では⼟壌表層の2㎜〜1㎝が年間で流出し
ていました。これは、植⽣のまったくないはげ⼭と同程度の流
出量です。 
 ⼟壌の森林⽣態系における役割は、主に 
① ⽔や養分を蓄え、植物の栄養となる 
② ⽣物の死骸を分解する微⽣物等の住処となる。 

であり、⼟壌が流出し、貧弱になることで、森林の⽣態系はもちろん、⽣態系サービスとも⾔われる⽔源かん養機能をは
じめとした森林の公益的機能が低下する恐れがあります。 
 
⼟壌侵⾷のメカニズム 

下層植⽣がなく地⾯がむき出しになっていると、降った
⾬が地中にしみ込みにくくなり、降⾬の際に短時間に地
表を流れる地表流の割合が増えます。この地表を流れ
る⽔に⼟壌の表層も流されます。流された⼟壌は下流
で濁⽔となります。 

下層植⽣のある本来の森林の場合は、通常の降⾬では降った⾬の⼤部分が地中に浸み込み、地表流はほとんど発
⽣しません。地中に浸み込んだ⽔は、時間をかけて渓流に流出します。 

⼟壌侵⾷量や地表流流出率は、下層植⽣とリターを合わせた林床の被覆率と良く対応することが判明しています。
下層植⽣があることで、リターも流出せずに保持されて、年間を通して安定的に⼟壌が保全されます。 
 このようなメカニズムから、衰退した下層植⽣を回復さ
せることによって、直接流出率（降⾬量に対し渓流から
速やかに流出する⽔の割合）、流域内の⼟壌侵⾷に
由来する渓流⽔の濁りの減少、増加した下層植⽣によ
り流域全体の植⽣の窒素吸収量が増え、下流の渓流
の窒素濃度が減少する、といったことが想定されます。 
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裸地化した森林（左）と下層植⽣のある本来の森林(右) 

林床の下層植⽣とリターによる被覆率と地表流流出率の関係 

総降⾬量 
（林内） 

下層植⽣・リター堆積量と⼟壌侵⾷量の関係 

シカ生息の減／ゼロ

植生保護柵 土壌保全工

地表流量の減

下層植生の増

土壌侵食量の減

リター堆積量の増

直接流出率の減渓流水の濁りの減

渓流域の安定化により
生物多様性向上

水源環境の再生

森林環境

渓流環境

窒素分の流出減

シカ捕獲

対策の実施により想定される効果 
（ニホンジカ影響による植⽣衰退地の場合） 
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自然環境保全センター研究成果報告会
森林を取り巻く大気・水循環・渓流環境も視野にいれた多角的な視点から報告します。

森林の保全・再生にかかる各研究プロジェクトの取組みや成果について、

申込み方法
事前申込制 
参加費無料 FAX

問合せ先

平成３０年３月19日（月）　　
　　　　　10:00～15:30（開場9:30）　　
会場　神奈川工科大学ITエクステンションセンター　　
          ３０２大講義室　　

小田急線本厚木駅北口より徒歩３分
神奈川工科大学ITビル内

檜洞丸の大気・気象観測装置

西丹沢の源流河川

定員　８０名（事前申込制、先着順）　　
より専門的な内容を知りたい方、など

対象者　森林の保全・再生に関心のある方、

主催　神奈川県自然環境保全センター研究連携課　　

午前のプログラム
（10:00～12:00）　
　最新トピックス
　　県内で初めて発生したナラ枯れの被害状況
　丹沢ブナ林の保全・再生にかかる研究
　　ブナ林再生の取組みと調査研究の概要
　　山岳地における大気・気象モニタリング　　山岳地における大気・気象モニタリング　

午後のプログラム
（13:00～15:30）　
　水源林の保全・再生にかかる研究
　　対照流域法による水源かん養機能調査の概要
　　県内４か所の試験流域における水循環特性
　　各水系の源流河川における
　　　　　　　　　　　水生生物群集の特性　　　　　　　　　　　水生生物群集の特性

自然環境保全センター研究連携課　電話046-248-0321（課代表）　
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